
91(17)女性研究者が活躍するための採用・昇進等の人事システムの工夫追加データ

女性研究者が活躍するための採用・昇進等の人事システムの工夫

女性研究者が活躍するための採用・昇進等の人事システムの工夫はほぼ問題ないと評価されている。

（出典）文部科学省科学技術・学術政策研究所、 NISTEP REPORT No.189、科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査2020）、2021年4月



92(18)ライフステージに応じた支援充実度追加データ

全回答者でみると2019年度から2020年度でわずかに指数が上昇しているが、学長・機関長等と女性での評価は異なっている。

（出典）文部科学省科学技術・学術政策研究所、 NISTEP REPORT No.189、科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査2020）、2021年4月

女性研究者が活躍するための環境改善(ライフステージに応じた支援等) （2016 年度の指数からの変化）



93(19)好きな科目（小学生・中学生，男女別）追加データ

算数（数学）、理科が好きとする男女差は、小学生から見られるが、中学生になると差が拡大する。

（出典）内閣府「令和元年男女共同参画白書」



94(20)文系・理系に対する意識（中学生、男女別）追加データ

中学生の段階で、女性のほうが文系と意識する傾向がある。

（出典）内閣府「「女子生徒等の理工系進路選択支援に向けた生徒等の意識に関する調査研究」（平成３０年３月）

自身は文系タイプだと思うか、理系タイプだと思うか（中学生、男女別）

将来は文系／理系どちらの進路に進みたいか（中学生、男女別）



95（21）国立大学における学生及び教員の女性比率の推移追加データ

国立大学全体での女性教員比率は緩やかに増加傾向。国立大学協会のアクションプラン*策定後調査（2016年）と比較して
も増加。
学士課程・修士課程在の女子学生は横ばい、専門職学位課程在学生は直近は微減だが全般としては増加。博士課程在学生
はアクションプラン策定後一時的に大きく増加したが以降は減少。

（出典）一般社団法人国立大学協会 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する 第１７回追跡調査報告書」、
2020年12月

*アクションプランにおける達成目標：
大学ごとの現状の女性教員比率を踏
まえて、2020 年までに、現在の比率
が
30 ％以上の大学は 40% 以上、
20 ％以上の大学は 30 ％以上、
10 ％以上の大学は 20 ％以上、
10 ％未満の大学は10 ％以上
より高い比率の達成を目指す。

*アクションプラン：
2011 年 2 月に『国立大学におけ
る男女共同参画推進について－ア
クションプラン－』を策定し、大学が
取り組むべき事項を提言するととも
に、達成目標を定め、追跡調査に
よってその達成状況を把握。 2016 
年 1 月には、これを引き継ぐ新たな
アクションプランを策定し、2020 年
度までの 5 年間を見通して国立大
学が達成すべき目標と、そのために
取り組むべき事項を設定。



96（22）国立大学における学部卒業者、修士課程、博士課程、専
門職学位課程修了者の女性比率の推移

追加データ

（出典）一般社団法人国立大学協会 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する 第１７回追跡調査報告書」、
2020年12月（学校基本調査）

国立大学全体での博士課程修了者と修士課程修了者での女性比率は共に緩く増加傾向。博士課程修了者が修士課程修了
者を上回っていたが、直近では逆転し、博士課程修了者の女性比率は修士課程修了者以下である。



97（23）国立大学における大学別女性教員比率① 上位20大学
（国立大学）

追加データ

（出典）一般社団法人国立大学協会 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する 第１７回追跡調査報告書」、
2020年12月

女性教員比率上位20大学のうち、女性比率が40％以上の大学は4大学。
上位20大学は教育大学や専門系の単科大学（工業大学以外）が占めている。



98（23）国立大学における大学別女性教員比率②
（RU11のうち、国立大学）

追加データ

（出典）一般社団法人国立大学協会 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する 第１７回追跡調査報告書」、
2020年12月

RU11の国立大学は86機関中の中間以下の位置付け。
国立大学全体平均（17.7％）を上回っているのは3機関のみ。



99（24）国立大学における専攻分野別 女性教員比率の推移追加データ

（出典）一般社団法人国立大学協会 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する 第１７回追跡調査報告書」、2020年12月

専攻分野別の女性教員比率では、家政が5割強、ついで、人文科学、教育がともに2.5割弱。
工学と理学は微増傾向にあるものの、とも1割に満たない。



100（25）国立大学における教授・准教授・講師・助教の女性比率
の推移

追加データ

（出典）一般社団法人国立大学協会 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する 第１７回追跡調査報告書」、2020年12月

全般的には微増傾向にあるが、直近で助教・講師の女性比率は2割以上の一方で、教授の女性比率は10.8％と低い。



101（26）国立大学における学長・理事・副学長の女性比率の推移追加データ

（出典）一般社団法人国立大学協会 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する 第１７回追跡調査報告書」、2020年12月

全般的には増加傾向。国立大学協会のアクションプラン*策定後調査（2016年）以降、特に副学長の女性比率が増加。
理事・学長は停滞気味。

※理事については、第 3回調査以降（法人化後）の数値を掲載している。
※第 17回調査までは非常勤理事を「大学の意思決定機関等」に含めていたが、第 18回調査からは「学長、理事、副学長」に区分を変更。

*アクションプラン：
2011 年 2 月に『国立大学における男女共同参画推進について－アクションプラン－』を策定し、大学が取り組むべき事項を提言するとともに、達成
目標を定め、追跡調査によってその達成状況を把握。 2016 年 1 月には、これを引き継ぐ新たなアクションプランを策定し、2020 年度までの 5 年
間を見通して国立大学が達成すべき目標と、そのために取り組むべき事項を設定。
*指導的地位に女性が占める割合
国立大学全体の学長、理事、副学長に占める女性の割合は12 ％以上、大学の意思決定機関等（学長補佐、部局長、監事、経営協議会委員、教
育研究評議会委員等）は 10 ％以上、教授は15 ％以上、准教授は 23 ％以上、課長相当職以上は 17 ％以上を目指す。



102(27)国際共同研究の研究費追加データ

適切なデータが見当たらないため、どのように把握できるか検討する必要がある。



103(28)研究者の国際交流（受入、実数）追加データ

海外からの受け入れ研究者は横ばい傾向が続いていたが、2019年度で短期受入者が減少している。

該当ファイルなし？

海外からの受入研究者数（総数／短期／中・長期）の推移

（出典）文部科学省「国際研究交流の概況(令和元年度)」
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104(29)研究者の国際交流（派遣、実数）追加データ

（出典）文部科学省「国際研究交流の概況(令和元年度)」

海外への派遣研究者数は中・長期は横ばい、短期は増加～横ばい傾向にあったが、2019年度には減少している。

海外への派遣研究者数（総数／短期／中・長期）の推移
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105(30)優秀な外国人研究者を受け入れ、定着させるための取組追加データ

優秀な外国人研究者を受け入れ、定着させるための取組

優秀な外国人研究者を受け入れ、定着させるための取組は不十分との強い認識が示されている。

（出典）文部科学省科学技術・学術政策研究所、 NISTEP REPORT No.189、科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査2020）、2021年4月



106(31)海外の大学・研究機関との研究に関する協定数追加データ

全体で見ると、協定はアジアが多く、北米が次いでいる。ただし、国立大学等に限るとアジア、北米、ヨーロッパは
ほぼ横並びである。

（出典）文部科学省「国際研究交流の概況(令和元年度)」

海外の大学・研究機関との研究に関する協定の地域別内訳

（注）回答機関（総数830 機関）中で、海外の各地域の大学・研究機関等と１件以上協定を締結している機関の数を示す。



107(32)大学が外国企業から受け入れている共同研究費追加データ

（注）大学等には、大学、短期大学、高等専門学校、大学共同利用機関を含む。

大学が外国企業から受け入れている共同研究費の推移について見ると、件数、受入額ともに増加傾向にある。

（出典）文部科学省「大学等における産学連携等実施状況について」に基づき作成

大学が外国企業から受け入れている共同研究件数 大学が外国企業から受け入れている共同研究受入額

研究件数



108（33）国立大学の外国人留学生数・比率追加データ

（出典）一般社団法人国立大学協会 「国立大学における教育の国際化の更なる推進について 第８回フォローアップ調査結果」、2021年2月

外国人留学生の比率は7％前後を推移。

（注）受入れ留学生（外国人留学生）の割合
（注）学部・大学院の合計



109（34）国立大学の日本人学生の海外留学者数・比率追加データ

（出典）一般社団法人国立大学協会 「国立大学における教育の国際化の更なる推進について 第８回フォローアップ調査結果」、2021年2月

日本人学生の海外留学は増加傾向。国立大学協会で定めた目標値（*）についても達成。

（注）派遣留学生（日本人の海外留学者）の割合
（注）学部・大学院の合計

*目標値：
２０２０年（令和２年）までに
派遣留学生（日本人の海外留学
者）割合を学部・大学院合わせて
５％にすることを目指す。



110（35）国立大学における数値目標を設定している大学数追加データ

（出典）一般社団法人国立大学協会 「国立大学における教育の国際化の更なる推進について 第８回フォローアップ調査結果」、2021年2月

国際化に関連した数値目標を設定している大学数は増えつつある。

*目標値
２０２０年までに国際化に関連し
た数値目標を設定している大学数
を倍増させることを目指す。
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